
　
Ｉ
Ｂ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
科
の
Ｉ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と

す
る
鶏
の
ウ
イ
ル
ス
病
で
、
鶏
の
品
種
、
性
、
日
齢
に
関
係

な
く
発
生
し
ま
す
。
全
国
の
養
鶏
場
で
常
在
化
し
て
お
り
、

多
様
な
症
状
（
表
１
）
を
示
す
経
済
的
損
失
が
大
き
い
疾
病

で
す
。

　
対
策
に
は
、
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底
だ
け
で
な
く
、
ワ
ク

チ
ン
使
用
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、※
抗
原
性
の
異
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
流
行
株
が
存
在
す
る
た
め
、
流
行
株
の
抗
原
性
に

合
っ
た
Ｉ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
を
選
択
し
な
け
れ
ば
、
十
分
な
有
効

性
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
家
衛
研
と
㈱
科
学
飼
料
研
究
所
は
、
2
0
0
0
年
頃
か
ら

全
国
的
に
発
生
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
従
来
の

I
B
ウ
イ
ル
ス
と
は
抗
原
性
が
異
な
る
『
Ｊ
Ｐ
│

Ⅲ
型
』
の

I
B
ウ
イ
ル
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
効
果
を
示
す
生
ワ
ク

チ
ン
が
国
内
の
養
鶏
産
業
に
必
要
と
考
え
、
本
製
品
の
開
発

に
着
手
し
ま
し
た
。
家
衛
研
で
は
全
国
の
養
鶏
場
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
性
状
の
流
行
株
を
収
集
し
て
、
優
れ
た
安
全
性
と
有

効
性
を
示
す
Ｊ
Ｐ
│

Ⅲ
型
の
生
ワ
ク
チ
ン
候
補
株
を
選
抜
し
、

本
製
品
の
開
発
に
至
り
ま
し
た
。

①
ワ
ク
チ
ン
株
の
由
来

　
本
製
品
の
ワ
ク
チ
ン
株
は
、Ｉ
Ｂ
に
よ
る
腎
炎
死
亡
鶏
由

来
の
Ｊ
Ｐ
│

Ⅲ
型
流
行
株
を
弱
毒
化
し
て
、
安
全
に
し
た
も

の
で
す
。

②
選
べ
る
投
与
方
法

　
本
製
品
の
投
与
方
法
は
飲
水
、
点
眼
、
散
霧
か
ら
選
択
可

能
で
す
。

③
優
れ
た
安
全
性

　
本
製
品
の
安
全
性
を
評
価
し
た
動
物
試
験
の
成
績
を
紹
介

し
ま
す
。

　
一
般
的
に
Ｉ
Ｂ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、鶏
の
呼
吸
器
（
主
に
気
管
）

で
増
え
る
こ
と
で
鶏
に
免
疫
を
付
与
し
ま
す
。
本
製
品
を
飲

水
、
点
眼
、
散
霧
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
投
与
経
路

に
お
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
投
与
区
と
非
投
与
区
の
投
与
3
週
間
後
の
増

体
率
は
同
等
で
し
た
（
図
１
）。
さ
ら
に
、
投
与
３
週
間
後

の
臓
器
（
気
管
・
腎
臓
）
か
ら
は
生
ワ
ク
チ
ン
株
は
分
離
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
の
成
績
は
、
本
製
品
は
鶏
の
増
体
に
影
響
を
与
え
ず
、

免
疫
付
与
後
は
鶏
の
体
内
か
ら
生
ワ
ク
チ
ン
株
が
速
や
か
に

消
失
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
本
製
品
の
優
れ
た
安
全
性

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

④
優
れ
た
有
効
性

　
本
製
品
の
有
効
性
を
評
価
し
た
動
物
試
験
の
成
績
を
紹
介

し
ま
す
。

　
本
製
品
を
飲
水
、
点
眼
、
散
霧
投
与
し
た
後
に
、Ｊ
Ｐ
│
Ⅲ

型
の
流
行
株
（
以
下
、
攻
撃
株
）
で
攻
撃
を
行
い
、
呼
吸
器

症
状
（
異
常
呼
吸
音
）
の
評
価
と
臓
器
（
気
管
）
か
ら
の
ウ

イ
ル
ス
分
離
を
行
い
ま
し
た
。
攻
撃
後
、
非
投
与
区
で
は
明

瞭
な
呼
吸
器
症
状
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
投
与

区
で
は
い
ず
れ
の
投
与
経
路
で
も
呼
吸
器
症
状
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
非
投
与
区
で
は
、
臓
器
か

ら
高
い
割
合
で
攻
撃
株
が
分
離
さ
れ
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

投
与
区
で
は
い
ず
れ
の
投
与
経
路
に
お
い
て
も
臓
器
か
ら
攻

撃
株
は
分
離
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
３
）。

　
以
上
の
成
績
は
、
本
製
品
が
鶏
に
付
与
し
た
免
疫
に
よ
っ

て
、
鶏
の
体
内
で
攻
撃
株
の
増
殖
を
顕
著
に
抑
制
し
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
本
製
品
の
優
れ
た
有
効
性
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
有
効
な
Ｉ
Ｂ
対
策
資
材
で
す
が
、
そ
の
性
能

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
農
場
に
お
い
て
適
切
な

飼
養
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
具
体
例
と

し
て
、
飼
養
管
理
面
で
は
、
適
切
な
鶏
舎
環
境
と
良
好
な
栄

養
状
態
を
維
持
し
、
バ
ラ
ツ
キ
の
な
い
飼
養
管
理
を
行
う
こ

と
、
衛
生
管
理
面
で
は
、
鶏
舎
ご
と
ま
た
は
ロ
ッ
ト
ご
と
の

オ
ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
に
よ
る
流
行
株
の
常
在
化
の

防
止
、
ア
ウ
ト
後
の
鶏
舎
の
洗
浄
消
毒
の
徹
底
と
十
分
な
空

舎
期
間
の
設
定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
農
場
に
浸
潤
し
て
い
る
流
行
株
の
抗
原
性
を
把

握
し
、
そ
れ
に
合
っ
た
Ｉ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
ま
す
。
近
年
、
家
衛
研
で
実
施
し
た
全
国
の
養
鶏

場
の
検
査
材
料
を
用
い
た
流
行
株
調
査
（
図
４
）
で
は
、Ｊ
Ｐ

│

Ⅲ
型
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

Ｊ
Ｐ
│

Ⅲ
型
に
対
し
て
高
い
有
効
性
を
示
す
本
製
品
は
、
全

国
の
養
鶏
農
家
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
本
製
品
は
要
指
示
医
薬
の
た
め
、
使
用
に
際
し
て
は

農
場
の
管
理
獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ

は
㈱
科
学
飼
料
研
究
所 

動
薬
部
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
:０
２
７
│
３
４

７
│
３
２
２
３
）
ま
で
。

鶏伝染性気管支炎(IB)の対策鶏伝染性気管支炎(IB)の対策
～新しい鶏用ワクチンの開発～～新しい鶏用ワクチンの開発～
生産性低下の原因となる鶏伝染性気管支炎（以下、IB）の対策は、全国の養鶏場において重要な課題です。
ＪＡ全農家畜衛生研究所（以下、家衛研）は、近年の流行株(JP-Ⅲ型)に有効な弱毒生ワクチン
『IB生「科飼研」JPⅢ』（以下、本製品）（写真1）を㈱科学飼料研究所と共同で開発し、同社から販売を始めました。
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養鶏

図2． 有効性評価試験の成績（異常呼吸音スコア）

図3． 有効性評価試験の成績（攻撃後のウイルス分離率）

図4． IBウイルス流行株の検出状況調査

表1．IBの症状例

写真1．
IB生「科飼研」JPⅢ

図1． 安全性評価試験の成績（増体率）

※増体率＝（剖検時の体重－試験開始時の体重）/試験開始時の体重

ワクチンの副反応は認められない

採卵鶏(育すう期)
及びブロイラー

採卵鶏(成鶏期)

●呼吸器症状（咳，クシャミ、ゴロゴロ音などの
異常呼吸音）、元気消失、飼料摂取量の減少
による発育不良

●他の呼吸器病(大腸菌症 等）との混合感染に
よる症状の重篤化
●腎炎による死亡増加
●（採卵鶏育すう期の場合）生殖器が傷害され
て将来の産卵能力が喪失（無産鶏）

●産卵率の低下や産卵停止
●異常卵（小型卵、奇形卵、ハウユニット低下 
等）の産出

【
は
じ
め
に
】

【
最
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】

【
開
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緯
】

【
本
製
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特
長
】
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2015年の
調査結果

2016年～2020年の
調査結果（合算）

異常呼吸音スコア【０：所見なし　１：軽度　２：中程度　３：重度】

非投与区投与区非投与区投与区非投与区投与区
飲水投与 点眼投与 散霧投与

0 0 0

2.1

3.96 4.06 4.063.9

2 1.9

46%

45%52%

4%

2%

1%

27%

23%

※IBに感染して鶏の呼吸器が傷害されると、鶏の呼吸時に水泡音（プツプツ
音）や捻髪音（ブチブチ音）などの異常呼吸音が観察される。その程度を
スコア化（所見なし0～重度3）して、ワクチンの有効性を評価した。
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※抗体に結合することができる抗原（ウイルス）の性質
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Ｊ
Ｐ
│

Ⅲ
型
が
増
加
傾
向

改善 改善

改善 改善
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